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競艇場スタンド大屋根の施工

質 釈

西松建設手支報 VOL4

北村 森雄*

本稿は平和島競艇場における持出L長さ25mの片持梁大屋根を持つ観覧場の施 用紺.'･で

ある｡この大屋根は最大梁せいが2.5mもある鉄骨造で,建物本体とはピン接合のためシ

ューで支持されているo

_1L_事は競艇開催と並行Lで行われ, 競艇観客への安全対策や視界の確保,資材の搬出人
の配慮などいくつかの制約のもとに,第1期から第4期まで延べ6年間にわたった｡

大屋根の鉄骨梁の長さは33mにも及ぶため3分割Lで搬入し,場内で地組Lた後127t

クレーンを使って施_lL.L上o

この二仁率で粕にL'L'-.;労したことは,大屋根鉄骨梁を支持するシューの位箔の精度を確保す

ることと大屋棟梁建方の段取りであった.
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§1.はじめに

平和島競艇場は競艇施 設のほかプール,求-1)ンク場,

ゴルフ練習場,温泉会館といった施設を有する総合レジ

ャーランドである｡

当社はこれらの諸施設を昭利40年より設封-施工で芋F命
し,量も大規模な工事が中央スタンドの建設である｡
今回,第1期から第4期に分けて行われた中央スタン

ド建設工事のうち,主に第4期の鉄膚｣二事を中心に報告

する｡

§2.工事概要

二l二事名称 平和島競艇場観覧場新築工事

工事場所 東京都大田区平和島1-1-1
●

企 業 先 株式会社平和 嶋(S.56.1.1より京急開発株式

会社に社名変更)

｣二 期 第1期 (昭和49年11月～昭和50年8月)

第2期 (昭和52年4月-昭和53,守-5月)

*東京建築(支)平和島(出)工事係長

第3期 (昭利53年9月～昭和54年11月)

第4期 (昭利54年9)1-昭和55年10月)

構造規模 SRC造,地下1階地上5階建

延面積22,916rn2

大屋根最高高さGL十25m

屋根面積5,833m2

設封磯と工 西松建設株式会社

写真-1 全景

§3.工事環境

本工事の特徴は,現場が毎月15机耶紺従される競艇場

内に位置することである｡

競艇は連続Lで開催される訳ではなく,6銅 札 5日

刺,4那川の組み合せを基準とLて3ケ月毎に組まれ,

2ケ月前に正式決定して公表される｡そのためコンクリ

ート打設や鉄骨建方など主要工事に関しては事紬 二二l二程

を組んで提出L,企業先に競艇開催日を配慮していただ
く｡この工程は施工者サイドで勝手に変更することはで
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きないO く別に設けなければならないため,当現場では既設建物

当現場の作業場所は繍庭場内にあり,Lかも開催日に の屋上を珊-FJLて高架朝 日通路を設けた｡また,資材の

は通常でも15,000人～20,000人,持別レースがあると 搬出入も必ず非開催日に行うように制約を受けた｡

30,000人以上の入場者があるため災害仇l二には料に万全 平神 島レジャーランドの概要を図-1に,第4期工事

の対策がAl:求される｡

例えば作業員用の通路は競艇場内の一般入場者とは全

の平面図を図-2に掲げるO
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§4.鉄骨工事

鉄骨工事の作業は大きく分けると

(∋ sRC造部分の鉄骨

(参 大屋根染受けシューの取付

③ 大屋根部分の鉄骨

の3つに区分される｡

SRC造部分の鉄骨は,スタンド2階までのコンクリ

ート打設終了後に行い,また,シューの取付けは,SR

C造部分の躯体が総べて汀卜った時点で嵐 l二する｡

なお,スタンド立見席の基礎及び躯伺王L事は,大屋根

鉄骨地組及び建方用スペースを立見席の位置に設ける必

要があるため,大屋根の鉄骨建方が終了してから行うこ

とになる｡

また,競艇観客-の視界も妨げることがあるため,建方

作業は競艇非開催日にしか行えない｡スタンドの躯f硝

安を図-3に掲げるO
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図-3 スタンド躯休概要

以下に当現場における鉄骨の施工について述べる｡

4-1 クレーン走行路

建方重機の作潜7ヨ走行路は,大屋根鉄骨梁の衷心位置

を考慮して◇通りから13.5mの位置を走行路のセンター

として,幅員8m,木製覆甲板2枚数とした｡これは建

方周重機 (P&H9125TC)のアウトリガー最大幅が6.6

mのため,多少の余裕をみて8mの幅員とし,また,建

方終了後に立見席の基経工事が行われることから,覆甲

梯散圭の際の作業性を考慮して木製を採用した｡なお,

覆甲板の布設に当っては,アウト')ガ-の脚が覆甲板の

中央に当るよう継手の位置をクレーンの芯に合わせた｡

競艇場スタンド大屋根の施工

4-2 SRC造部分の鉄骨
1) アンカーボルト

SRC造部分の鉄骨は3階床上から行われる｡こ

の鉄骨のアンカーボルトは◇通りが25¢8本,Q)逮
りが254'4本で,ベースプレートの大きさはそれぞ
れ650mmXl,000mm,650mmX650mmであるO

アンカーボルトのセットは先ず躯価配筋図をもと

にボルトの納i)を検討L施工図を作成Lた｡事前に

R2.3を用いてベースプレートと同寸法の定規板をセ

ット個所数と同じ数だけ用意しておく｡躯体配筋後,

基i整勘二合わせて定規板をベースプレート位置の下

端にくるよう設置し,13¢鉄筋にて瀦射励卜.めした｡

アンカーボルトを定規板に挿入し,コンク1)-卜打

設時にも動かないようボルト未塩を溶接固定し,コ
ンクリートを慎荻に打設した｡

2) 鉄骨建方

S氏C造部分の鉄骨は,項部に大屋根鉄骨梁を建

込むためかなり〉調准な建方精度が要求されるO特に

大屋根梁方向は地上で地組みされた大梁をそのまま

建込むため,柱頭部分でIl;.しいスパンを確保Lでお

く必要がある｡

当現場では○通り0)tか)間の正確な寸法を確保す

るため,H形桐 (H-300×300×15×10)で仮設梁

を作り,再頚貞部どうLをつないで建方精度を得るよ

うにした｡

ため,運搬上の指腺勺で3分割されて搬入されたが現
場で地組した後,-1本にして建込んだoq〉通りは片

持梁を組込むと重量が大きくなり過ぎるため4階床

面の位置に継手を設けて2分割して建込んだ｡

建方重機は75tのil的三ジャンボクレーンを使用し

た｡

建方概要を図-4に示す｡



競艇場スタンド大屋根の施工

2 5 3 5 0 ( 圭た 大 作業半ノ妻＼

- 2 1 5 0 0 ( 作 業 半 襟 一 -

卜け張 りで,水平方向では隅柱の卓溺主部をj釣 f:･.にピ

アノ線を張 り,芯合せ及びねじれ矯Ⅰ仁を行ったO矯

直二は134,または164,のワイヤーロープ及び油圧ジ

西松建設享支輔 VOL4

ヤツキを使用し,前記の仮設梁をt;網il:F'1'Al定LたOな

お,この仮設梁はできるだけ建方精度を保つため,

4階コンクリートの紺鋤揃ほで勘定させた｡

4-3 シュー

この大屋根は片持部分が25mもある大梁のため,その

支持点では非常に大きな応力を受けるOこの応力を軸力

として処理するためにはピン接合としなければならず,

支持点にシューを採用することにLだO(秦-1)

シューの設諸相打力は◇通りが139tf,く缶酎)が72tf,材

質は雀矧対とLた｡製品は機械仕上によって精密に作られ,

表-1 シューにかゝる荷,市((第Jl,期)

喜 荷

長 期 … 111 竜 一56

き l二げ 時 - 110 ≧ 91

78

図-5 シュー,取付け状況
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写真-3 シューアンカーボルト

その製作精度は±0.5mm以内であった｡製品検査はシュ

ーと同じロットの鋳鋼で試験 片を作り,i用長検査によっ

て確認する｡完成したシューはタールエポキシを塗って

現場に搬入した｡なお,シューの自重は◇通りが750kgf,

Q)通りが310kgfである｡

シュー取付け用のアンカーボルトは◇通 りが52¢4本,
◇通りが36¢4本で,その取付けは鉄′雛け分の咽庇にあ

たる3階部分のコンク1)-卜を打 設Lで,鉄骨を固めて

から行った｡

競鍵場スタンド大屋根の施工

セットの要領は次の通り｡

先ずシューを載せるテムプレートにアンカーボルトを

挿入L,JE･勘IJ.L線に合わせて柱頭部にセットする｡次に
テムプレートのレベル,ボルトの垂正度をみながらナッ

トを締付けll:_Lい位置に固定する｡更にテムプレートの

側面を厚さ16mmの鉄板で覆い全溶接する｡キ適部 に孝則丈
縮モルタル (デンカタスコン)を充填し,ボルト部分に

はシュー取付けまでグリスを塗ってシートで養生するO

シューの取付けは5階までのコンクリートが打上った

級,クレーンで吊 卜げ所定の位置にセットした｡

シューの取付け状況を図-5に掲げる0

4-4 大屋根鉄骨梁

1) 地組用ステージ

長さ33mもある刃利美梁地組みのため,H形鋼を

使用して幅9m長さ40mの地組用ステージを設置し

た｡ステージはH形鋼 (H-300×300×15×10)杏

長辺方向に4列に敷並べ,更にその上に3m間隔で

短辺方向に載せた｡

ステージ組み上 り後,大屋根梁の位置,吊Lげ用

の重心位置などをステージ上に雄出LLた｡

仮設紺叫を図-6,図-7に,工程を表-2に示

す｡
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図-6 人犀根治建方計画

179



競艇場スタンド大屋根の施工

秦-2 人種根鉄骨建ノ)'I雄一

西松建設技韓 VOL4
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3本づつかって梁が 転倒しないようにする｡(写真

-4)

12500 6000

譜I羊補強用H重た17込
H-300((73000

図-7 仮設計画lLxJ:

2)部胡搬入

大屋根梁の叢大梁戒が2.5mもあるため低床式の

トレーラーを採用し,梁を3分割して搬入した｡

運搬荷姿を図-8に揚げる｡

図-8 大屋根染運搬荷姿

3) 地組

大屋根梁の地組は次の要領で行った｡

① 3分割された部材のll澗 部 (Bセット)をステ

ージ上の墨出し線に合わせてセットする｡このと

き染両側にパイフサポー ト (1.5m～2.1m)を各

180

写真-4 人梁地緋

(参 次に梁の先端となる部材 (Cセット)をBセッ

トに組むため,継手位置を合わせ,ボルト穴にノ

ックピンを打ち接続させる｡転倒防止の方法は前

記と同じように行う｡

③ 梁の元端となる部材 (Aセット)を同様に接続

するOただし,Aセットは図-12のように元郊翫写r;

を約1mぐらい上げて支持する必要があるため,

H形鋼,堆太角,木製キャンバー等で架台を組む｡

④ 地組腰序はクレーンの作業性を考慮して24T,

27T,25T,26T,23Tの順に行う｡

⑤ 歪み直しは染心に合わせてピアノ線を張り,タ

ーンバックル (3録 )及びヒッパラ-を用いて梁
の通りを修正する｡

(む レベル調整は梁に勾配があるため,Bセットを

基準として10mピッチにポイントを定め,油圧ジ
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ヤ ツキ (Sot)を用いてA,Cセットの先端を上

げドげにて調整する｡

⑦ 仮組みが終了した時点で全体検査を行い,瀦安
部の開先形状及び寸法を確認する｡

⑧ 高力ボルトを用いて締付けし,フランジ滴の溶

接を行うO音調妾作業時は部外者の保護,風による

i翻妾への;;]!-栗等,聾を考慮Lて全面シート養生をする｡

i割安個所には.;絹~灸｣二名,ビード数,作業日を記入

させる｡

⑨ 溶接終了後,溶接個所の外観検査及び超Il翫蛾

傷検査を行う｡外観検査としては表面ビード,オ
ーバーラップ,アンダーカット,割れ,ピットの

目視検査を行う｡超翫焔 き傷検査は日本建築学会

編 ｢鋼構造建熱糾鍋 ;の超轟焔き傷検査規準 ･同

解説｣に従って専門機渇に委託する0万---欠陥が

発見された場合はその個所をアークエアーガウジ

ングで祈り取 り補修tl轟音を行うo

なお, 当現場においでは溶接個所の検査では欠

陥はみられなかった｡

⑲ 溶接条件は下向き手溶接とする｡溶接条件を表

-3に掲げる｡

表-3標準溶接条件

4) 建方

i)建方用重機

大屋根梁の建方にはP&H9125TC(127t)を

使用した｡また,屋根つなぎ梁の建方には住友L

S-118RH (50t),5階部分吊床用はNK-

200(20t)を使用したOなお,クレーン稼 幼時は

アウトリガーの支持点に厚さ22mmの鉄板 (1,500

mmx6,000mm)を木製覆甲板の上に敷込んだ｡

建方用重機の仕様を表-4に掲げる｡

ii)建方

大屋根梁の建方概要を図-9に示す｡建方は次

の要領で行った｡

① 先ず地組された梁の上に安全対策拝汗ニスタン

ションを取付け,ターンバックルを使用して13

¢のワイヤーを張る｡(写真-5参照)

競艇場スタンド大屋根の施工

表-4 人犀根鉄骨建方用ET;二機

ブームの良さ 滋大の作美半径
及び吊上げ能力

i
氏:=12,000p-27.9

I
氏-29,500 p-1.1

t
E-31,000…R-15,000 P=2.0

至

図-9 人屋根梁建方概EA;

写真-5 大梁建方準備

② 吊上げ用に50少の台付ワイヤーを梁に3本掛

けする｡3本掛けの意味は中央のワイヤーを梁

の垂JLイ立叢に掛け,両端のワイヤーに取付けた

特製のターンバックル (65¢,耐力20tf)でレ

ベル調整を行うためであるO(図-10,図-11参

照)

③ 地組の状態のまま梁を1.5m程度吊上げ,◇
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通り及びQ)通りのレベルを取付け時のレベルに

合わせる｡(図-12参照)

i
r 8000- 25000

----~~-…-33000---…一

図-10 人犀根梁FLf= け図

8000 8 0 0 0-■-
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図-12 大屋根梁斤目二げレベル調整

西松建設技朝 VOL4

ー には取付けられ ないた め◇通り,◇通りの)憤

に行う｡(写真-6,7,8,9参照)

一
Bi

写英一6 建ノノ

写真-7 ⑳ 通 り建方

写真-8 シュー支出

写薬-9 シュー



き雪子公建設技爺 VOL4

⑥ 締付けは先ず◇通りの接続ボルトを本締めし,

次にく〉通 りを行うO

⑦ 最初に建込む染 (23T)は隣りの梁とのつな

ぎ材がないので転倒防止のためにトラワイヤー

を張る｡トラワ.イヤーはくわ通りには5階から2

本,梁中央部に4階から4本,先端部にG.Lか

ら2本行うO

⑧ 次に建込んだ梁は台什ワイヤーをかけたまま

別のクレーンでつなぎ材を建込み取付けるO

⑨ 以刊噺欠大屋根梁,つなぎ材の順で､建方を行

う｡

建方膵,!･_131第 ･I廿里二23T,24Tの2本を建込
み,以後1日1本の割で27Tまで4机''りで終lLた｡

iii)吊足場

地組みから榔糾オの取付けまで大屋根鉄骨の施

二1ガ終るとその後の作業は鉄骨の高力ボルト本締

め,屋根折版葦,天井坪薄紬 L天井塩ビ鋼板モー

ルデング張り,妻側化粧鉄板の取付けなどがある｡

これらの作業のため吊足場を架設したが,吊足場

は大屋根梁の梁戊があるため2段足場とし, 卜段

は梁下端は り1.2m下げた位置に天井仕口デ用に,

Ⅰ二段は染上端のボルト本締め及び折版屋根のボル

ト止め用にした｡妻側及び軒先は化粧鉄板張りの

ためブラケット足場をはね出した｡また,吊足場

架設が地上25mの高所作業となるため,9¢のワ

イヤーロープを使用してライフネットを張り,落

下防1日lJの養/闘､ツトとした｡

吊足場及び泰雄ネットの状況を図-13に掲げる｡

､まノ 'i

図-13鉄骨Ell'J足場及び養/I:.

4-5 防錆処理

この建物は海岸近くに建設されるため,錆による虜触

などの環境条件が厳Lく,大屋根に鉄骨構造を探1日した

時 点 から主要な検紺柄 tで あ ったO暴露テストなどの各

種の実験データをもとに検討した結果,2種素地こしら

えの_日;jJJ錆塗料としてタールエポキシ樹脂2回塗 (塗厚

150/J以上)を採用することにした｡

競艇場スタンド大屋根の施工

以下に防錆処明u二程を記す｡

① 素地こしらえ

a.よごれ,付着物の除去 :スクレーパー使用

b.iH蘭の除去 :弱アルカリ性液加熱処理の上,清

水にて71く洗い

C.さび落し:ブリットブラストによる

d.化学処理 :ウォッシュプライマー塗(0.02kg/m2

以上)

(参 防錆塗料

a.下塗 :タールエポキシ (75〃以上)

b.上塗 :タールエポキシ (75〃L:JJ二)

§5.終りに

大屋根鉄骨梁の建方が終1すると続いて屋根面の長尺

折版張り,建方峰の仮設通路となっていた立見席の躯体,

内部の仕上げなどの:I二事に移ります｡

平和島競艇場の建設は昭和49年末に第1期工事をスタ

ートしてから第4期迄,延べ6年間に亘って行われ,こ

の間競艇の開催と並行しながらの招け､ぁりまLたが,

いろいろな制約を受けながらも滞りなく進み.また,辛

いにも第3者への災',i;.:もなく此の度無事に竣Lを迎える
ことができました｡

私達現場員にとっては,このような大規模な片荷兼の

鉄骨建方は初めての経験であり,当初業者を交えながら

の建方計画では連日深夜まで打合せが続いたことなど,

今ではなっかしい思い出となっています｡

本工事に際L,初),]外を問わず多くの人々の御協力を

得て立派なスタンドを完成することができました｡改め

て関係者の皆様に深 く感謝する次第です｡
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